
岩
本
篤
志
著

�������������角
川
学
芸
出
版

二
〇
一
五
年
三
月
刊

Ａ
５
判

二
八
六
頁

三
、
七
八
〇
円

本
書
は
、
著
者
が
博
士
学
位
取
得
論
文
に
構
成
・
内
容
面
で
大
幅
な

変
更
を
加
え
て

｢

ス
リ
ム
に
な
っ
た｣
も
の
で
あ
る
。
問
題
の
所
在
や

研
究
史
、
着
眼
点
や
分
析
方
法
を
論
じ
た
導
論
、
三
部
立
て
全
十
章
か

ら
な
る
本
論
、
部
ご
と
に
論
証
を
ま
と
め
た
結
論
と
い
う
構
成

(

結
論

の
後
に
初
出
一
覧
、
あ
と
が
き
、
索
引
、
英
文
目
次)

で
、
主
に
敦
煌

文
献
と
日
本
に
伝
わ
る
写
本
の
医
薬
書
の
分
析
を
通
じ
て
、
南
北
朝
・

隋
唐
時
代
に
お
け
る
医
事
制
度
の
淵
源
と
展
開
に
つ
い
て
論
証
す
る
。

以
下
、
各
部
各
章
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
い
。

第
一
部
は
北
斉
初
代
皇
帝
高
洋
の
即
位
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た

南
士
・
徐
之
才
と
い
う
人
物
を
中
心
に
据
え
、
隋
唐
の
医
事
制
度
と
深

く
関
わ
る
北
斉
お
よ
び
北
朝
の
制
度
を
検
討
す
る
。
第
１
章
で
徐
之
才

の
高
洋
即
位
に
お
け
る
影
響
力
の
淵
源
が
徐
氏
一
族
の
巫
医
的
な
知
識
・

能
力
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
第
２
章
で
は
彼
の
著
作
で
あ
る

『

薬
対』

お
よ
び
墓
誌
の
分
析
を
通
じ
て
歴
官
と
医
術
を
考
察
し
、
隋
唐
の
医
事

制
度
の
基
盤
形
成
の
端
緒
が
北
魏
孝
文
帝
・
宣
帝
期
の
医
事
制
度
に
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
第
３
章
で
は

『

薬
対』

に
再
び
視

点
を
移
し
、『

史
記
正
義』

・『

史
記
索
隠』

所
引

『

薬
対』

佚
文
と
敦

煌
本
お
よ
び
吐
魯
番
本
の

『

本
草
集
注』

を
用
い
、
南
北
朝
か
ら
隋
唐

に
か
け
て
医
薬
書
が
必
ず
し
も
確
実
な
か
た
ち
で
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
部
は
敦
煌
本

『

新
修
本
草』

の
分
析
を
基
に
、
唐
代
に
本
草
書

が
勅
撰
さ
れ
た
意
義
と
そ
の
背
景
、
お
よ
び
当
該
書
の
敦
煌
に
お
け
る

意
義
や
地
方
社
会
と
の
関
係
を
論
じ
る
。
第
４
章
で
は
ま
ず
武
田
科
学

振
興
財
団
・
杏
雨
書
蔵

｢

敦
煌
秘
笈｣

本
を
中
心
に

『

新
修
本
草』

の

序
例
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
こ
に
は
皇
帝
が
医
方
の
妙
極
を
尽
く
し
て

臣
民
の
生
命
を
拯
う
と
い
う
理
念
と
四
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
貢
物
を

王
庭
に
み
た
す

｢

庭
実｣

の
理
念
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
書
き
加
え
ら
れ
た
段
落
や
書
写
さ
れ
た
時
期
・
場
所
な
ど
も
考

察
す
る
。
第
５
章
で
は

『

新
修
本
草』

の
編
纂
者
に
つ
い
て
検
討
し
、

天
聖
令
の
中
の
医
疾
令
の
考
証
を
通
じ
て
、
本
草
書
が
唐
朝
の
薬
材
収

集
に
あ
た
っ
て
太
常
寺
太
医
署
が
尚
書
省
戸
部
度
支
に
対
し
て
採
薬
申

請
を
お
こ
な
う
際
の
採
薬
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
こ
と
、『

新
修
本
草』

が

｢

庭
実｣

の
具
現
化
た
る
貢
献
制
度
確
立
に
最
も
重
要
な
典
籍
と
し

て
認
識
さ
れ
た
た
め
に
勅
撰
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
第
６

章
は
敦
煌
本

『

新
修
本
草』

の
料
紙
や
字
体
の
比
較
、
一
次
・
二
次
利

用
面
の
再
検
討
か
ら
、
敦
煌
に
は
当
該
書
が
少
な
く
と
も
四
種
存
在
し

て
い
た
と
推
定
し
、『

新
修
本
草』

の
成
立
・
配
備
と
い
う
歴
史
的
流

れ
の
中
で
敦
煌
で
Ｐ
三
七
一
四
が
書
写
さ
れ
た
背
景
や
そ
の
過
程
を
具
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体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

第
７
章
で
は
貝
葉
形

『

新
修
本
草』

抜
抄

(

Ｐ
三
八
二
二)

の
装
丁

と
内
容
を
分
析
し
、
当
該
資
料
が
吐
蕃
占
領
後
期
以
降
に
敦
煌
某
寺
の

僧
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
農
業
と
医
業
に
携
わ
っ
た

敦
煌
金
剛
明
寺
の
索
法
律
と
い
う
僧
が
称
賛
さ
れ
た
九
世
紀
頃
の
背
景

を
反
映
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
抜
き
書
き
さ
れ
た
薬
材

(

植
物)

の

種
類
か
ら
、
そ
の
目
的
が
本
草
書
本
来
の
医
療
活
動
で
は
な
く
、
寺
田

に
植
え
付
け
る
蔬
菜
類
を
選
別
す
る
た
め
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、

『

新
修
本
草』

が
敦
煌
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
具
体

的
に
描
き
出
す
。
最
後
に
第
８
章
と
し
て
第
二
部
の
主
た
る
資
料
で
あ

る
現
存
す
る
敦
煌
本

『

新
修
本
草』

残
巻
の
全
釈
文

(

第
４
章
で
既
出

の
序
例
部
分
を
除
く)

・
校
補
を
掲
げ
る
。

第
三
部
は
敦
煌
文
献
と
日
本
古
写
本
と
の
補
完
的
な
関
係
に
着
目
し
、

日
本
に
所
蔵
さ
れ
る
占
術
文
献
に
第
二
部
で
用
い
た
敦
煌
文
献
の
分
析

方
法
を
適
用
し
、
今
後
の
敦
煌
文
献
研
究
の
展
望
を
示
す
。
第
９
章
で

は
市
立
米
沢
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る

『

霊
棋
経』

の
日
本
伝
存
鈔

本
三
点
と
敦
煌
出
土
残
巻
六
点
、
道
蔵
本
と
の
対
比
・
分
析
を
通
じ
て
、

日
本
鈔
本
が
二
系
統
に
分
か
れ
る
こ
と
、『

霊
棋
経』

の
成
立
や
中
国
で

の
流
通
、
日
本
で
の
扱
わ
れ
方
な
ど
を
論
じ
る
。
第��
章
で
は
露
・
独

に
所
蔵
さ
れ
る
吐
魯
番
文
献
の
調
査
に
よ
る
釈
文
作
成
と
分
析
に
よ
り
、

敦
煌
吐
魯
番

｢

発
病
書｣

(

占
病
類)

二
十
三
件
を
認
知
し
、
そ
れ
ら

と
敦
煌
に
設
置
さ
れ
た
占
卜
に
関
わ
る

｢

州
学
陰
陽｣

な
ど
の
地
方
機

関
と
の
関
係
性
を
推
定
す
る
。
さ
ら
に
安
部
晴
明
撰

『

占
事
略
決』

占

病
祟
法
は

｢

発
病
書｣

と
酷
似
し
、
占
法
原
理
だ
け
で
な
く
、
神
霊
に

よ
る
世
界
観
に
つ
い
て
も
中
国
か
ら
の
影
響
が
見
え
る
と
指
摘
す
る
。

本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
出
土
資
料
で
あ
る
敦
煌
文
献
の
精
緻
な
分

析
か
ら
文
献
成
立
の
背
景
や
書
写
者
、
読
者

(

使
用
者)

な
ど
文
献
を

取
り
巻
く
様
々
な
情
景
を
具
体
的
に
描
き
出
す
過
程
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
、
抜
き
書
き
さ
れ
た
薬
材

(

植
物)

の
排
列
か
ら
書
写
者

の
視
線
や
動
き
を
再
現
し
た
り

(

第
７
章)

、
料
紙
の
質
や
背
面
に
書

か
れ
た
本
草
と
は
全
く
別
の
内
容
か
ら
書
写
さ
れ
た
場
所
や
時
期
な
ど

を
絞
り
込
ん
だ
り
す
る
と
こ
ろ
は

(

第
４
章
・
第
６
章)

特
に
鮮
や
か

に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
伝
写
や
引
用
の
過
程
で
削
除
・
省
略
さ
れ
た
箇

所
か
ら
も
重
要
な
情
報
を
引
き
出
す
点
や
、
筆
者
の

｢

写
本
は
し
ば
し

ば
、
書
写
者
の
解
釈
や
理
解
を
含
め
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
。
い
つ
も

撰
者
の
意
図
通
り
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
次
世
代
に
伝
え
ら
れ
た
と
は
限

ら
な
い｣

(

八
八
頁)

と
い
う
指
摘
に
は
、
同
じ
よ
う
な
出
土
資
料
を

研
究
す
る
者
と
し
て
、
や
や
も
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
文
字
面
に
ば
か

り
目
を
奪
わ
れ
、
伝
世
文
献
と
の
比
較
対
照
に
意
識
が
陥
り
が
ち
な
姿

勢
を
改
め
て
省
み
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
本
書
が
取
り
扱
う
分
野
は
失

礼
な
が
ら
歴
史
学
の
中
で
け
し
て
メ
ジ
ャ
ー
と
は
言
え
な
い
が
、
原

｢
資
料｣

に
真
摯
に
向
き
合
い
、
そ
れ
を
如
何
に
し
て
歴
史
学
の｢

史
料｣

に
昇
華
さ
せ
る
の
か
、
ま
た
そ
こ
か
ら
当
時
の
社
会
を
描
き
出
す
の
か
、

時
代
や
分
野
を
限
ら
ず
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
中
国
史
研
究
に
携
わ
る
多
く
の
人
に
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

(

森

和
・
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
研
究
員)
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